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要

脳循環 。代謝改善薬フマル酸ブロビンカミンの脈絡膜

血流量に与える影響を調べた。ウレタンで麻酔 した白色

家兎6匹 に0。 l mg/kgお よび0.5 mg/kgブ ロビンカ

ミンを静脈内投与し,脈絡膜血流量,血圧,心拍数,眼圧を

1時間連続測定した。無処置の家兎 10匹 に同様の測定を

行い,対照とした。脈絡膜血流量の測定には接触型 レー

ザー ドップラー組織血流計 を使用 した。結果は コン

ピュータで記録 し,解析した。その結果,ブ ロビンカミン

0.1,0.5mノkg投与群で脈絡膜血流量は投与前に比し
て有意に低下したが,対照群と有意差はなかった。脈絡膜

血管抵抗値は,投与前および対照群 に比 して有意 に上昇
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約

した。心拍数は,投与前および対照群に比 して有意に減少

した。平均血圧は両投与群とも,眼圧は0.5mノkg投与
群のみに,対照群に比して有意な高値を示した。以上の結

果は,ウ レタン麻酔家兎に0.1,0.5 mg/kgブ ロビンカ

ミンを静脈内投与 しても,脈絡膜血流量は増加 しないこ

とを示す。(日 眼会誌 102:654-661,1998)

キーワード:フ マル酸 ブロビンカミン,脈絡膜血流量,

レーザ ー ドップラー法,自 色家兎,コ ン
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Abstract
We examined the effects of brovincamine fu- and over the control group. The heart rate de-

marate, a Ca'*-channel blocker, on choroidal blood creased significantly compared to the value before
flow. \Ye measured the choroidal blood volume con- injection and to the control group. The mean blood
tinuously for t hour using laser Doppler flowmetry, pressure in both dose groups and the intraocular
as well as systemic blood pressure, heart rate, and pressure in the 0.5 mS/kS injected group were sig-

intraocular pressure in six urethane - anesthetized nificantly higher than the controls. These results in-
rabbits after intravenous administration of 0. I mg/ dicate that intravenous administration of 0. I mg/kg
kg or 0.5 mg/kg brovincamine. As a control, ten or 0.5 mg,/kg, brovincamine does not cause an in-
rabbits receiving no medieation were used. All the crease in the choroidal blood volume in urethane-
data were recorded and analyzed using Macl-ab'i on anesthetized rabbits. (J Jpn Ophthalmol Soc 102:
a computer. In both the 0. 1 mC/kC and 0.5 mg/kg 654 {61, 1998)

brovincamine-injected groups, the choroidal blood
volume decreased significantly after administration, Key words : Brovincamine fumarate, Choroidal blo-

but showed no significant difference from controls. od flow, Laser Doppler flowmetry, Al-
Yascular resistance in the choroid showed a signifi- bino rabbits, Computer analysis
cant increase over the value before administration

I緒  言

正常眼圧緑内障で乳頭部線条出血の頻度が高いこ

と1)2)や
,眼圧が十分に下降していると思われるのに視野

障害が進行する緑内障がある3)こ とから,緑内障の視機

能障害に,眼圧以外に視神経乳頭部の血流障害も関与す

る可能性が示唆されている。それを受けて,緑内障患者の

眼循環の研究,眼循環に影響する薬物の研究
4)ヽ 8)が広 く

行われている.一方,緑内障の視機能障害の進行防止に脳
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ンカミン)の 有用性が注目されている。)｀ |●
.し か し,そ の

眼循環に対する作用は明らかではない。今回,ブロビンカ

ミンを自色家兎に静脈内投与 して脈絡膜血流量を連続的

に測定し,ブ ロビンカミンが脈絡膜循環に与える影響を

調べた.

II実 験 方 法

1。 対  象

白色 日本 家 兎19匹 (体 重2.0～ 3.Okg,雄 17匹,雌 2匹 )

を使用した.こ のうち,6匹 はブロビンカミンの静脈内投

与実験に,10匹 は対照として,3匹 は予備実験 に使用し

た。

2.予 備 実 験

麻酔が全身状態に与える影響を調べる目的で,家 兎 3

匹を使用して予備実験を行った.1.2g/kgの ウレタンを

皮下注射 2時間後から開始 して,血圧,心拍数,体温 (直腸

温),大腿動脈から採血 した動脈血の pH,炭 酸ガス分圧 ,

酸素分圧を 1時間毎に3時間測定した.血圧,心拍数は開

始 30分後も測定した。

3.方  法

脈絡膜血流量の測定はレーザー ドップラー組織血流計

オメガフロー。
(オ メガウエーブ社)を 使用 した。組織血

流計のプローベの先端は,2.0× 2.5mmの長方形の短辺

の 2つ の角を落とした五角形のアルミ膜の中央に粘着

テープで固着した。家兎に 1.2g/kgの ウレタンを皮下注

射して約 2時 間後に麻酔が安定 して,左眼の外上方の結

膜を約 90° 角膜輪部で切開し,強 膜を露出した。角膜輪部

から約 2mm離れた部位の強膜を約 2× 2mmの大きさ

に観音開きに剥離した。その部に組織血流計のプローベ

の先端を固着 したアルミ膜を固定し,上から強膜創を閉

じて脈絡膜血流量を測定した.こ の際,ア ルミ膜が移動し

ないように五角形の頂点を8-0絹糸で後方の強膜に縫着

した。眼圧は角膜輪部から前房内に穿刺した 25ゲージ翼

状針で測定 した。また,大 lil動脈にシリコンチューブを挿

入して,血圧,心拍数を測定 した.眼圧,血圧,心拍数は圧

カアンプ(日 本光電)で脈絡膜血流量と同時に 1時間連続

して測定 し,結 果はコンピュー タ(MacLab・ )に 記録 し

た。予備実験,対照実験を含めてすべての実験は,家 兎の

直 腸 温 を 体 温 計(TP-100,FINE SCIENCE T00LS

INC)で 連続 して測定し,温水マ ットで直腸温を 38.4～

39.0℃ に保ちながら行った。

4.薬 剤 の 投 与

実験準備が完了後,30分以上経過してすべてのデータ

が安定した状態で,0.l mg/kg/0.2 mlの 濃度で生理食塩

水に溶解したブロビンカミンを耳静脈から投与し,上記
の測定を連続して 1時 間行った。その後,ブ ロビンカミン

0.5 mg/kg/0.2 mlを 静脈内投与し,同様の測定をさらに

1時間行った。

5。 対 照 実 験
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実験準備が完了後,30分以 L経過 してすべてのデータ

が安定した状態か ら開始 して,脈絡膜血流量,血圧,心拍

数,眼圧を連続 して 1時間測定 した .

6.結 果 の 解 析

結果の解析はすべてコンピュータ(MacLab・ )で 行っ

た.平均血圧を拡張期血圧+1/3(収縮期血圧―拡張期血

圧)で ,脈絡膜血管抵抗値を(平均血圧一眼圧)/脈絡膜血

流量の式
12)で

求めた.脈絡膜血流量,脈絡膜血管抵抗値 ,

平均血圧,心拍数,眼圧の各パラメーターについて下記の

値を計算した.薬剤投与直前(対照ではすべての測定値が

安定した後)の 1～2分間の平均値±標準誤差を初期値と

した。薬剤投与直後から1分間は10秒毎に連続して,1～

5分 までは30秒毎に,5～ 60分 までは5分毎に,10秒 間
の平均値±標準誤差を求めた。対照群では初期値決定を

行った直後から5分後までは 1分毎に,その後は60分 ま

で 5分毎に,10秒 間の平均値士標準誤差を求めた。この

際,計算に使用する測定部位が明 らかに異常な変化 を示

していれば,そ の前後のどちらか近い異常のない部を計

算に使用 した。次に,測定値 と初期値 との変化率を (測 定

値―初期値)/初期値×100(%)で計算 し,さ らに,測 定 し

た 6眼 (対照では 10眼 )の 変化率の平均値±標準誤差

(%)を算出した。その結果から,ブ ロビンカミン投与群の

各パラメーターの測定値と初期値との変化率の有意差を

対応のある t― 検定で,対照群との有意差を対応のない

t― 検定で統計学的検定を行った(p<0.05で 有意差あ

り)。 また,対照実験では脈絡膜血流量の変化率 と他のパ

ラメーターの変化率との相関係数を調べた。

III 結  果

予備実験での測定結果を表 1に示す。3時間の経過中,

血圧,心拍数,体 温,動 脈血 pH,炭酸ガス分圧,酸 素分圧

はほぼ安定して推移 した。

本実験装置で,ブロビンカミン投与群,対照群とも脈絡

膜血流量,脈絡膜血管抵抗値,平均血圧,心拍数,眼圧が 1

時間連続して記録でき,各パラメーター毎の変化,各パラ

メーター間の変化の関係が明瞭に確認できた(図 1)。 脈

絡膜血流量は,体動や急激な血圧の変化と同時に変動 し,

血圧が低下すると脈絡膜血流量も減少した.さ らに,デジ

タル化されたデータをコンピュータを使用して処理した

ことにより,解析が客観的かつ正確にできた(図 2).そ の

結果,脈絡膜血流量の初期値は35.87～ 109.58(m1/min/

100g相当)と 様々であった。

解 析 結 果

プロビンカミン0.1,0.5 mg/kgを 投与した 6例 6眼 ,

対照とした10例 10眼の解析結果は以下のようであった。

1.ブロビンカミン投与群

ブロビンカミン o。 lmg/kg投 与群では,脈絡膜血流量

は投与後 10分 までほとんど変化がなかった。その後 ,

徐 々に減少 して,60分後には 6。 8%減少 した。初期値に
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表 1 ウレタン麻酔下での全身パラメーターの変動

開始時 30分後 60分 後 120分後 180分 後

血圧 (mmHg)

心拍数 (回 /分 )

体温 (℃ )

pH
炭酸ガス分圧(mmHg)
酸素分圧 (mmHg)

86.1± 5.3

310.0± 15.3

38.4± 0.2

7.383==0.041

32.9■ 0.2

100.1± 2.0

82.8± 5.3

313.3± 17.6

83.9± 4.0

310.0± 15.3

38.5± 0.2

7.424:±‐0.044

29.5± 0.9

96.2± 2.9

79.1± 3.7

300.0± 11.5

38.4± 0.2

7.421± 0.044

28.2± 1.0

104.7± 0.0

79.4± 4.9

295.0± 10.4

38.4± 0.1

7.416:± 0.039

27.6■ 0.2

105.5± 0.6

平均値土標準誤差(n=3)
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図1 ブロビンカミン0。 5 mg/kg投与例の各パラメーターの連続した1時間の測定結果.

各パラメーターの変動状態,各パラメーター間の変動の関係がよくわかる。
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図 2 図 1の結果をコンピュータで解析 したグラフ.

各パラメーターの変化率 (%)の客観的な解析結果が示さ

れ て い る.警 :心 拍 数,一ロト :血 流 量,→ぐ―:眼 圧 ,

―(レー:平均血圧 ,一会―:血管抵抗

対して,40分後を除いて 35分後から60分後まで脈絡膜

血流量は有意に減少した(図 3A).脈絡膜血管抵抗値は

薬剤投与後,徐 々に上昇し,60分後には9.8%上 昇 した。

初期値との比較で,10分後,55分 後,60分後に有意差が

あった(図 4A).平均血圧は,投与直後から30分後まで

は初期値よりも僅かに高値を示した(10分後に最高で3.6

%)が,そ の後徐 々に減少 し,55分 後 に最低 とな り6.3%

減少した。有意差検定では,20分後に有意の上昇を,55分

後に有意の減少を示 した (図 5)。 心拍数は投与直後か ら

45分後 まで約 1.5%減少 し,そ の後 さらに減少 して,60

分後 には 2.8%減 となった。投与 25秒後か ら5分後 ま

で,40分後,50分後,60分後に初期値 との間に有意差 を

認めた.眼圧は投与 20分後まではほとんど変化はなかっ

たが,そ の後,徐 々に低下 して,60分 後には 13.2%低 下

した。45分以後は初期値 との間に有意差があった.

ブロビンカミン0.5mノkgを 投与 した場合の脈絡膜

血流量は,投与後 15分まで約 2%前 後減少し,以 後はさ

らに減少して 60分後には 12.2%減 となった.2分 30秒

後から10分後の間,お よび 15分後から60分後の間で初

期値 と比較して有意差がみられた (図 3B).脈絡膜血管

抵抗値は,投与直後から2分 30秒後まで僅かに減少した

(最大 5.8%減 )が ,そ の後は徐々に上昇 して,60分 後に

は 12.5%増 加 した。55分後を除いて 10分 後か ら60分

後の間で初期値との間に有意差があった(図 4B)。 平均

血圧は二相性の変化を示した。投与直後から3分後まで

低下し,さ らに 30分後までは上昇し,以後は低下した。最

高値は 2.8%増 ,最低値は6.1%減 であったが,いずれの

時点でも初期値との間に有意差はなかった。心拍数は投

与直後から徐々に減少 し,2分後に4.7%減 となった。そ

平均血圧

血管抵げ

だ、́/V

脈絡膜血
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図3 ブロビンカミン0。 l mg/kg(A),0.5 mg/kg(B)投 与群の脈絡膜血流量の変化.

A:0.lmg/kg投与10分後まではほとんど変化ないが,そ の後,徐 々に減少して,60分後には6.8%減 少して
いる。B:0.5mノ kgを投与した場合は,投 与後15分 まで約2%減少し,以後はさらに減少して60分 後には
12.2%減 となっている。両濃度 とも脈絡膜血流量は投与後,有意に減少 している。しか し,対照群 (挿 入図)で

も血流量は徐 々に減少していて,両 iり豊度のブロビンカミン投与群 とも対照群との間に有意差はみ られない .

A,Bと も平均値士標準誤差 (n=6).*:初期値 と有意差あり

の後は徐々に増加 したが,60分後でも初期値までは回復

しなかった。投与 35秒後から25分後まで,お よび45分

後から60分後までで初期値との間に有意差がみられた

(図 6).眼圧は投与 30分後まではほとんど変化はなかっ

たが,その後は徐々に低下して 50分後に最低で 5。 4%減
となった.いずれの時点でも初期値 との間に有意差はな

かった。

2.対 照 群

脈絡膜血流量は測定開始後,徐 々に減少して,60分 後

には 14.2%減少した (図 3A).60分後に初期値との間に

有意差がみられた。脈絡膜血管抵抗値は,測 定開始 30分

後まではほとんど変化はなかつたが,30分以後徐々に L

昇 して 55分で最高に達 し9.2%増 となった(図 4A)。 初

期値との間に有意差はなかった。平均血圧は測定開始後

徐々に低下し,60分 後には 12.7%減 となった(図 5)。 測

定開始 45分後を除いて,30分以後に初期値 との間に有

意差があった.心拍数は,観察開始 20分後 まではほとん

ど変化はなかったが,そ の後は徐々に減少 し,55分後に

最低で 2.0%減 となった (図 6).測 定開始 45分後,55分

後,60分後に初期値 との間に有意差があった.眼圧は,測

定開始 10分 後まではほ とんど変化はなかったが,以 後

徐々に低下 し,60分後 には 15.9%減 少 した。25分以後

60分後 まで,初 期値 との間に有意差がみ られた。脈絡膜

血流量の変化率と他のパラメーターの変化率 との相関係

数は,平均血圧とが 0.902(p<0.0001),心 拍数 とが 0.461

(p<0.0001),眼 圧 とが 0.466(p<0.0001)で あった .

3.ブロビンカミン投与群の対照群との比較

脈絡膜血流量は,0.1,0.5mノ kg投 与群 とも対照群と

の間に統計学的な有意差はなかった(図 3A,B).脈絡膜

血管抵抗値は,ブ ロビンカミン0.l mg/kg投与 10分後

対照群
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図4 プロビンカミン0。 lmノkg(A),0.5mノ kg(B)投与群の脈絡膜血管抵抗値の変化.

A:0.l mg/kg投 与後,血管抵抗値は徐々に上昇 し,60分後には9.8%L昇 している。B:0.5 mg/kgを 投与 し

た場合は,投与直後か ら2分 30秒後 まで僅かに減少 しているが,そ の後は徐 々に上昇 して,60分 後には

12.5%増加 した.両濃度とも脈絡膜血管抵抗値は,初期値 と比較 して投与後有意に上昇 している。また,対照

群 (挿人図)と 比較 しても,両濃度とも血管抵抗値は有意の上昇を示 している.A,Bと も平均値士標準誤差 (n

=6).*:初 期値 と有意差あり,※ :対照群と有意差あ り

に対照群に比較して有意に高値を示した(図 4A).0.5

mg/kg投 与群は3分後,4分 後,お よび 15分 後から30

分後の間で対照群と比較して有意に高値であった(図 3

B)。 平均血圧は,ブ ロビンカミン0。 l mg/kg投 与群,0.5

mg/kg投与群ともに30分後に対照群に比較して有意な

高値を示した(図 5)。 心拍数は,プロビンカミン0.l mg/

kg投与 1分後から4分後に対照群に比較して有意に低

値であった。ブロビンカミン0.5 mg/kg投与群は,投与

1分後から15分後に対照群と比較して有意に低値で

あった(図 6)。 眼圧は,ブ ロビンカミン0.5mノkg投与

群でのみ 55分後,60分後に対照群と比較 して有意に高

値を示 した。

IV 考  按

従来,薬剤投与などによる長時間にわたる眼血流量の

評価には,一定間隔で断続的に血流量を測定し,そ の結果

から経時的な変化を推定する方法が採られてきた。しか

し,血流量は,血圧 13),麻
酔,体動などの影響 を受けやす

く,評価に当たっては全体の測定状況を含めて総合的に

判定する必要がある。今回は,脈絡膜血流量を,血圧,心拍

数,眼圧と同時に連続して測定したので,実験の全容が把

握でき,脈絡膜血流量を正確に評価することが可能で

あった。連続的脈絡膜血流量の測定には,オ メガウェーブ

社製組織血流計オメガフロー・ を使用した。この組織血流

計は,組織に照射したレーザー光線が流れている赤血球

で ドップラーシフトされることを利用して,シ フ ト周波

対照群
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図5 ブロビンカミン0。 lmノkg投与群の平均血圧の変化.

平均血圧は,投与直後から30分後までは初期値 よりも僅かに高値 を示 しているが,そ の後徐々に減少 し,55

分後に最低 となり6.3%減少 ししている.初期値 と比較して,20分後に有意の上昇 を,55分後に有意の減少を

示している.ま た,30分後に対照群 (挿入図)に 比較 して有意な高値を示 している。平均値±標準誤差 (n=6).
*:初期値 と有意差あり,※ :対照群と有意差あ り
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図6 プロビンカミン 0.5 mg/kg投与群の心拍数の変化 .

心拍数は投与直後から徐々に減少し,2分後に4.7%減となっている.その後は徐々に回復している.初期値
および対照群 (挿入図)と 比較して,心拍数は有意に減少している.平均値士標準誤差(n=6).*:初期値と有
意差あり,※ :対照群と有意差あり

数とその強度から単位組織当たり,単 位時間当たりの血

流量 (m1/min/100gに 相当)を 計算する 14).本 血流計は臨

床的,実験的な組織血流量の測定に各分野で広く使用さ

れお り
15),測

定結果の信頼性は実証されている|い。また ,

結果の解析をすべてコンピュータを使用 して行ったの

で,結 果を客観的に判定できた.さ らに,今 回の実験では,

全身麻酔した家兎の露出脈絡膜にプローベを縫着して血

流量を測定したので安定した結果が得 られた.し か し,脈

絡膜血流量の実測値は,症例によってかなりの差があっ

た。この実測値と他のパラメーターとの間に因果関係は

なく,値 のばらつきはプローベの縫着部位や剥離後残存

した強膜の厚さ,プローベと組織との接触圧などの違い

によるものと思われた。以上のことは,本装置が脈絡膜血

流量の実測には適さないが,長時間の変化を実験的に調

べるのには有用であることを示す。

対照群において,脈絡膜血流量は徐々に減少した。同時

に測定 した平均血圧も時間経過とともに低下していて ,

両パラメーターの変化率の間に高い相関関係があった (r

=0.902,p<0.0001).血流量と血圧以外のパラメーターと

の変化率の間には高い相関関係はなく,ま た予備実験で

測定 した動脈血の pH,酸素分圧,炭酸ガス分圧も経過中

安定していた。したがって,脈絡膜血流の減少は,平均血

圧が徐々に低下したためと考えられる.こ の平均血圧の

低下は麻酔の影響と思われる。以上のことは,眼血流量の

測定では,血流量測定と全 く同時に血圧を測定して結果

を評価することが大切であることを示す。

今回の実験では,ブロビンカミン投与後,脈絡膜血流量

は徐々に減少し,初期値との間に有意差がみられた。しか

し,薬剤を投与していない対照群においても脈絡膜血流

量は徐々に減少し,ブ ロビンカミン投与群と対照群 との

対照群

対照群
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間では有意差はなかった。この結果は,ブ ロビンカミン投

与群で脈絡膜血流量が減少したのは薬剤の直接作用では

ないことを示す。つまり,ブ ロビンカミンの投与による脈

絡膜血流量への明らかな影響はなかったと考えられる。

この際,今回使用したiサ豊度で薬剤が十分に作用しなかっ

た可能性がある.し かし,今回使用したと同じ濃度で家兎

視神経乳頭部の血流量に作用がみられたとの報告
17)が

ぁ

ること,ま た,今回の実験で,ブ ロビンカミンの作用であ

る心拍数の減少呻が観察されていることから,薬剤は作

用していると考えられる。仁嵯
1つはブロビンカミンを家

兎に静脈内投与して,視神経乳頭部の血流量が 0.l mg/

kg投与時は増加 したが,0.5 mg/kg投 与時は変化はな

かったと報告している。家兎でもヒトと同様に視神経乳

頭部の循環には脈絡膜の血液供給源である短後毛様動脈

が主に関与している19)と
考えられ,今回の結果は仁程の

結果とは矛盾する。この矛盾の原因としては測定部位や

測定方法の違いによる可能性が考えられる。今回の実験

で,ブ ロビンカミン0.5 mg/kg投与は,0.l mg/kg投 与

の約 1時間後に行った。そのため,薬 量 0。 5 mg/kgと し

てのブロビンカミンの薬理作用が正確に評価されていな

い可能性がある。しか し,0。 lmg/kg投 与 より高濃度の

ブロビンカミンの薬理作用を示していると考えられ,異

なった濃度での薬剤の作用効果を調べた点で意義があ

る。今回,両濃度で類似の薬効を認め,作用は高iり豊度で強

い傾向を示したことは,本実験系の信頼性を支持する。

脈絡膜血管抵抗値は,対照群に比較 して両投与群とも

有意に高値を示した。ブロビンカミンはカルシウム拮抗

作用
20)に より脳血管を拡張させ脳血流量を増加させる作

用を有する。今回,ブ ロビンカミンの投与で脈絡膜血管抵

抗値が上昇した原因として,部位によってブロビンカミ

ンに対する血管の反応性が異なり
18),脈

絡膜血管は収縮

する可能性が考えられる。家兎で,ブ ロビンカミンの血管

弛緩作用が部位によって異なり,脳底動月サRで強いとの報

告
21)が

ある。仁程の実験
r)で

cydic adenosine 31,51-mo―

nOphOsphate(AMP)が 脳底動脈では 上昇 していたが,他

の血管 (大 li塁 動脈)で は減少 していた。また,本実験で,薬

剤投与群で対照群よりも全身血圧が高い傾向を示すのは

全身の血管が収縮したことによる可能性 も考えられる。

以上のことは,プ ロビンカミンが脳の血管は拡張させる

が,脈絡膜血管は収縮させる可能性もあることを示唆す

る.

プロビンカミンの投与で脈絡膜血管抵抗値が対照群に

比較 して有意に上昇 しているのに,脈絡膜血流量は有意

な減少を示してはいない。この結果は,眼灌流圧が増加 し

ている可能性を示唆する。実際,有意差が出たのは30分

後だけだが,投与群で対照群に比較して平均血圧が高い

傾向を示し,眼灌流圧が上昇した可能性は否定できない。

しかし,こ の際血圧上昇に有意差がみられたのは30分後

だけであり,他の可能性 として,眼灌流圧を(全身平均血

H眼会誌 102巻 10号

圧一眼圧)と して 1:"脈
絡膜血管抵抗値を計算 した点に誤

りがあり,矛盾した結果が出たのかも知れない.

平均血圧は,対照群では徐々に低下したのに,ブロビン

カミン投与群では投与後僅かに上昇し,投与 30分後には

対照群に比 して有意に高値を示した.プ ロビンカミンは

全身血圧には影響しないとの報告
″)や

,イ ヌにおいては

血圧下降作用を有するとの報告
18)が

あるが,家 兎に本実

験に使用した濃度で静脈内投与した場合には血圧上昇作

用がある可能性がある.

心拍数は,ブ ロビンカミン0.1,0.5mノ kg投与直後か

ら初期値,対照群と比較 して有意に減少 した。したがっ

て,ブ ロビンカミンの静脈内投与は家兎の心拍数を減少

させる作用がある.こ のことはイヌを使用 した実験結

果
18)と

も一致し,ブ ロビンカミンが本実験の投与濃度で

十分に作用 していることを示す.

眼圧は両濃度投与群とも30分以後,徐 々に低下 した。

対照群でも時間の経過とともに低下したが,ブ ロビンカ

ミン0.5 mg/kg投与群で投与 55,60分 後に対照群より

も有意な高値を示した。今回の実験で,眼圧の変動は全身

血圧の変動と相関していた(データは示していない).ブ

ロビンカミン投与群では対照群に比較して,平均血圧が

高値であった。ブロビンカミン0。 5mg/kg投与群で眼圧

が対照群よりも高値である明らかな理由は不明だが,ブ

ロビンカミンの直接作用が静脈内投与1時間後に発現し

たとは考え難く,平均血圧が高いことが関係したのかも

知れない。

今回の実験結果は,脳循環 。代謝改善薬フマル酸ブロ

ビンカミン0.1,0.5 mg/kgを 自色家兎に静脈内投与し

ても脈絡膜血流量 を増加 させ る作用はないことを示す .

最後に,本研究にご助言をいただいたオメガウェーブ株式

会社の鹿嶋 進氏および後藤田芳宏氏に深謝いた します .

本研究は文部省科学研究費基盤研究 (C)07671925の 援助を

受けて行った。
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